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緊急地震速報 

な ま ず き ん 
マンスリー レポート 
 2013 年  4 月号        発行元 株式会社 ハレックス 

∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ 

  
「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」 

～約 2 年が経過し、依然活発な余震活動～ 
 
 「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」（以下、東北地方太平洋沖地震）の発生から約2年

が経過しました。余震活動は徐々に低下してきているものの、東北地方太平洋沖地震の発生前と比

べると依然として活発な状態が続いています。また、東北地方太平洋沖地震の発生後には、余震域

の外側でも地震活動が活発になった地域がありました。これらの多くでは既に地震活動が低下して

いますが、いまだに活発な状態が続いている地域もあります。世界で発生したＭ9クラスの地震の

例を見ると、余震域及びその周辺で長期間にわたって活発な地震活動が見られており、東北地方太

平洋地震についても、地震活動が活発な状態が当分の間続くと考えられます（地震調査委員会の評

価より）。ここでは約２年間の余震の回数と、日本及び世界の海域で発生した主な地震と余震活動

との関係を示します。 

    

表 1 地震回数（本震を含む 2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分～2013 年 3 月 11 日 08 時）。 

2012 年 3 月は上段が 11 日 14 時 45 分まで、下段が 46 分以降。合計の行の①は本震発生から 1年間、

②はその以降の合計。2013 年 3 月 10 日以降は速報値。2011 年 3 月は一ヶ月全てではありません。 
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（地震調査研究推進本部 地震調査委員会資料より）

（1）余震活動の状況 

     東北地方太平洋沖地震の余震域では、本震発生から1年間の間にＭ4.0以上の地震が5､000回

以上、震度1以上を観測する地震が8､000回近く発生したが、その後の約1年間ではＭ4.0以上

の地震が780回程度、震度1以上を観測する地震が1､600回程度と減ってきています（表1）。 

（2）日本及び世界の海域で発生した主な地震と余震活動の比較 

日本の海域で発生した主な地震の余震回数と東北地方太平洋沖地震の余震回数を比較を図

2 -1に示します。これらのＭ8クラスの地震と比べ、東北地方太平洋沖地震は余震活動が非

常に活発です。図2-2は2004年に発生したインドネシア、スマトラ北部西方沖の地震（Ｍw9.1）、

2010年に発生したチリ中部沿岸の地震（Ｍw8.8）の余震回数と東北地方太平洋沖の余震回数

を比較したものです。これらのＭ9クラスの地震の余震活動と比べても、東北地方太平洋沖

地震の余震活動が活発であることがわかります。また、インドネシア、スマトラ北西沖の地

震の震央周辺では、この地震の発生後、現在までの約8年間にＭw8.5以上の地震が3回発生し

ており（最新の1回は2012年4月に発生）、Ｍ9クラスの地震の発生後は広い範囲で長期間に

わたって地震活動が活発になると考えられます。 

 

図 2-1 日本の近海で発生し

た主な地震の余震回数比

較（本心を含む、本震から

750 日後まで、M≧5.0）。 
東北地方太平洋沖地震の

み 729 日後（2013 年 3 月

9 日）まで。 

図 2-2 世界の海域で

発生した主な地震の 
余震回数比較（本震 
を含む、それぞれ本 
震発生から 2013 年 
2 月 28 日まで、 
M≧5.0） 
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～～～ なまずきんの働き（2013年3月） ～～～ 
 
【発信数等概要】 

3 月に緊急地震速報（警報）が発表された地震はありませんでした（2月は 2回）。 

緊急地震速報（予報）が発表された地震の回数は 53 回（2 月は 99 回）でした。発信の総数は 286

通（2 月は 538 通）でした。緊急地震速報の予測震度 4 以上と報じた地震の回数は 4 回（2 月は 9

回）、予測震度 3と報じた地震の回数は 16 回（2 月は 25 回）でした（表 2・3）。 

「平成23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震活動は全体的に見て多少の増減を伴いつつ

次第に低下してきており、3月中に発生したM5.0 以上の余震の回数は2回（2月は2回）、震度4以上

を観測した余震は2回で、震度1以上を観測した余震は68回発生しました。 

なお、余震回数（2011/03/11 14:46～2013/03/31 24:00、本震を除く）は、M7.0 以上が 7回、M6.0

以上が 108 回、M5.0 以上が 738 回となっています。 

 
 

表 2  緊急地震速報で最大震度が４以上と予測された地震及び警報発表回数（2013 年 3 月 1 日～31 日） 
  予測震度 4 以上の発表回数   警報発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震    2.回  

計 4 回 

   0 回  

計 0 回 上記以外    2 回    0 回 

       

表 3  緊急地震速報で最大震度が３と予測された地震（2013 年 3 月 1 日～31 日） 

 予測震度３の発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震     9 回  

計 16 回 
上記以外 7 回 

 

 

 

【釧路地方中南部、釧路沖の地震に関する緊急地震速報（予報）の内容】  
3 月 9 日 21 時 16 分に釧路地方中南部の深さ 101km でＭ5.0 の地震が発生し、釧路・根室地方で最大

震度 3を観測しました。また、翌日の 10 日 05 時 11 分に釧路沖の深さ 49km で発生した地震では釧路

で最大震度 3 を観測しました。これら二つの地震で緊急地震速報（予報）が発表されています。緊急

地震速報（予報）は釧路沖南部の地震で第 6 報まで、釧路沖の地震で第 7 報まで発表され、両地震と

も最大震度 3 を予想しています。 

地震の概要を表 4に、発表された緊急地震の「なまずきん」よる再現を図 3-1、3-2 に示します。 

  

 

表 4 発生した地震の概要 

                        ※震源とマグニチュードは暫定値 

 

 

 

 

 

地震発生日時 

（平成 25 年） 

 

震央地名 

 

北緯 

 

東経 

 

深さ 

 

マグニ 

チュード 

 

最大 

震度 

 

3 月 9 日 21 時 16 分 

 

釧路地方中南部 
 

43°07.8′ 

 

144°46.2′

 

101km 

 

5.0 

 

3 

 

3 月 10 日 05 時 11 分 
 

釧路沖 

 

42°37.4′ 

 

144°59.1′

 

49km 

 

5.1 

 

3 
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図 3-1  釧路地方中南部の地震。 
緊急地震速報の第 2 報受信直後 
の釧路市に着目したときの「なま

ずきん」による再現表示。 
×印が震央。外側の円（薄い黄色）

がＰ波、内側（濃い黄色）がＳ波

（主要動）の拡がりを表します。

 

図 3-2  釧路沖の地震。 
緊急地震速報の第 1 報受信直後 
の釧路市に着目したときの「なま

ずきん」による再現表示。 
×印が震央。外側の円（薄い黄色）

がＰ波、内側（濃い黄色）がＳ波

（主要動）の拡がりを表します。

 

釧路 

釧路 


